


発
刊
に
寄
せ
て

t.:. E 私
た
ち
の
町
は
、
こ
こ
仁
可
制
施
行
三
十
周
年
を

迎
え
ま
し

こ
れ
ま
で
長
い
閥
、
こ
の
こ
t

に
厳
し
く
制
約
を
加
え
て
き
た

記
今
年9
べ
き
時
に
あ
た
り
、

町
政
仁
お
寄
せ

い
た
だ
き
ま
し

t

f
悶
え
る
し
、
こ
れ
か
ら
も
党
情
を
し
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん

が
、
事
実
を
直
視
し
な
が
ら
、
勇
気
を
も
っ
て
こ
れ
を
の
り
き

っ
て
行
か
な
け
れ
ば
な
0

ま
せ
ん
。

そ
し
て
先
人
の
方
々
の
町
づ
く
り
に

た
品
臼
さ
ん
の
ご
協
力
宏
、

お
寄
せ
い
た
だ
き
ま
し
た
ご
努
力
仁
川
怖
く
感
謝t
お
礼
を
申
し

本
叫
出
子
は
、

上
げ
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。

私
た
ち
は
、
こ
の
機
会
を
、

と
し
、
ま
た
力
強
〈
新
た
な
第

一
歩
を
滋
み
出
す
こ
t

を
符
い

今
日
ま
て
ム
年
問
、
ー
/
ぬ
世
紀
の
歩
み
t
-

』

こ

れ
か
ら
の
町
づ
〈
り
へ
の
節

れ
か
ら
の
可
能
性
を
擦
っ
て
み
ま
し
た
。
早
川
町
の
厳
し
い
自

然
を
、
出
。
みt
し
活
用
し
な
が
ら
ふ
る
さ
上
づ
〈
り
を
進
め
る

A口
レ
た
い
t

思
い
ま
す
。

こ
t

が
、
本
町
の
命
題
で
あ
る
t

考
え
ま
す
。

タ
i

ト
し

三
年
仁
な
り
ま
す
。

e

う
る
お
い

t

活
力
の
あ
る

町
e
を
め
ざ
し
新
長
期
計
一
酬
が
ス

あ
と
卜
数
年
で

二
十
一
世
紀
が
そ
こ
ま
で
き
て
レ
る
わ
り
で

み
ん
な
が
安
心
し
て
定
住
で
主

す
が
、
今
、
私
た
ち
が
し
て
お
か
な
〈
て
は
な
ら
な
い
こ

t

は
何

か
、
後
批
仁
何
を
伐
さ
な
く
て
は
な
ら
な
い
か
を
常
に
今
却
般
に

お
き
な
が
ら

一歩

一
歩
こ
れ
か
ら
も
歩
み
絞
り
よ
う
で
は
あ
り

る
阿
で
あ
り
た
い
し
、

そ

の
よ
、
自
分
た
ち
の
灯
を
み
ん
な
が

符
れ
る
前
円
で
あ
り
た
い
ニ
t

を
勝

。

い
、
一
日
b

円
十h
v実
現
を
図

り
た
い
t

努
力
を
統
け
て
レ
る
t

'
』

ろ
で
す
。

ま
せ
ん
か
。

皆
さ
ん
の
よ
り

一
一府
の
ご
協
力
を
心
か
ら
お
願
い
レ
た
し
ま

し
か
し
、
本
町
を
t
o

ま
く
自
然
や
風
土
、
地
取
占
的
条
件
以
、す

早
川
町
町
民
憲
章

早
川
町
長

辻

幸

わ
た
く
し
た
ち
は
、
恵
ま
れ
た
自
然

t

先
入
に
よ
っ
て
つ
ち
か
わ
れ
た
浪
か
い
人

備
を
大
切
に
、
調
和
の

t

れ
た
・
フ
る
お
いv
t
活
力
に
あ
ふ
れ
る
早
川
町
の
建
設
を
め

ざ
し
て
こ
の
巡
な
を
定
め
ま
す

。

昭
和
五
十
六
年
九
月

+
一
日
制
定

れ
ん
が
い
に
助
け
合
い

一
、
自
然
を
愛
し
、
自
然
と
の
組
問
ら
い
を
求
め
る
町
民
t

な
り
ま
す
。

心
の
ふ
れ
あ
い
を
大
切
じ
す
る
町
民
t

な
り
ま
す
。

ス
ポ
ー

ツ
じ
殺
し
み
、
身
ら
心
も
健
や
か
な
町
民
主
な
り
ま
す
。

い
つ
で
も
ど
こ
で
も
語
り
合
い
、
川
町
寸
ぴ
合
う
町
民
主
な
り
ま
す
。

一
、
堅
向
感
ら
し
そ
求
め
忍
ん
で
働
〈
町
民
主
な
り
ま
す
。

早
川
畑町
初
年
間
の
あ
ゆ
み

-
昭
和
幻
年

s

・
ぬ
旧
西
山
村
、

三
里
村
、
都
川
村
、
規
島

村
、
五
箇
村

、

本
建
村
の
六
箇
村
が
合

併
し
、
早
川
町
と
な
る

H

-

m

奈
良
回
鈎
落
ま
で
パ
ス
開
通

・
昭
和
ロ
年

2

・

打
早
川
町
消
防
団
結
成
出
初
式

4

・

ゆ
県
営
西
山
発
篭
所
後
エ

H
H・

n

役
場
新
庁
禽
芳
成
式

-
昭
和
ね
年

8

・

れ
早
川
町
森
林
組
合
設
立

・
昭
和
M
H年

a

-
1

皐
州
商
問
中
学
校
回
開
校

9

・

M印
台
風
十
玄
号
(
伊
努
湾
台
風
)

.
昭
和
M
H年

ロ
・

お

奈
良
田
部
落
金

一戸
移
転
を
兜
7

・
昭
和
持
年

4

・

お
茂
倉
箪
道
開
通
式

5

・

同
大
原
野
車
道
阻
開
通
式

U
H
・

円
西
山
中
学
校
稜

工
式

川

・

M
M
町
敬
制
定
発
車
罰
金

-
昭
和
幻
年

4

・
れ
宙
開
中
学
校
竣
工
式

S

-
mu

県
営
奈
良
自
発
電
所
続
工
式

問
・

同
日
本
建
小
学
校
績

工
式

-
昭
和
刊
年

5

・
1

一間
働
林
道
鍛
工
式

・
昭
和
MH年

4

・
1

西
山
小
学
校
奈
良
自
分
校
を
廃
校

M
M・
4

蕊
倉
林
道
綬
工
式

-
昭
和
刊
年

7
・
凶
給
食
セ
ン

7
1

竣
ヱ
式

9

・

けは

よ
瀬
島
道
路
竣
ヱ
式

-
昭
和
制
年

4

・
1

県
立
病
ア
ル
プ
ス
巨
摩
自
然
公
園
田
指
定

を
う
け
る

8

・

U

久
田
子
車
道
綾
工
式

ゆ
・
辺
町
立
寓
少
年
の
家
を
開
設

・
昭
和
H
H年

6

・
げ
官
早
出
場
橋
竣
工
式

け
・
l

蕊
倉
道
路
綾
ヱ
式

・
紹
細
川
叫年

3

・

幻
奈
良
田
鶴
湾
道
路
綾
ヱ
式

4

・
1

童
小
、
五
箆
小
奇
襲
a
湾
小
学
校
幽
開
校

9

・

m

明
治
百
年
記
念
式
、
町
花
、
町
木
を
制
定

・
昭
和
叫
年

3

・

引
茂
倉
分
校
時
間
絞

s
-
m

栄
代
地
情
綬
工
式

・
昭
和
HH年

山
山
・
何
回
明
白
島
鈴
療
所
暖
エ
式

ぽ
・
ゆ
全
知
町
に
地
域
集
団
電
話
開
通

・
昭
和
日
刊
年

5

・
日
間
あ
す
な
ろ
林
業
研
究
グ
ル
ー
プ
煤
繁
-

国
グ
リ
ー

ン
貨
を
受
賞

6

・
ね
三
共
診
療
所
竣
工
式

-
昭
和
灯
年

同
・

お
骨
川
ヶ
岳
、
雨
畑
湯
自
然
保
存
地
区
梅
間
定

・
昭
和
伺
年

4
・

1

塗
細
分
校
を

硯
島
小
中
学
本
校
に
総
合

5

・

m

稿
焔
製
茶
工
場
完
成

-
昭
和
刊
年

2

・

川
崎
広
域
消
防
三
塁
分
駐
続
開
銀

・
昭
和
日
年

3

・
引

老
人
い
こ
い
の
家
、
民
俗
資
料
館
開
設

・
昭
和
幻
年

4

・
1

早
川
北
小
中
学
校
側
校

5

・
3

第
一
回
山
菜
祭
り

-
昭
和
幻
年

3

・

羽
町
民
ス
ポ
ー
ツ
広
場
竣
工
式

a

・

ゆ
皐
栄
機
綬
工
式

-
昭
和
制
年

a

・

幻
町
民
会
館
竣
工
式

5

・

h
o
町
営
尊
袋
浪
曲
最
オ
ー
プ
ン

・
昭
和
何
年

5

・

n

町
民
体
育
館
酬
明
工
式

8

・

幻
草
温
林
道
開
通
式

-
昭
和
問
年

2

・
9

紡
災
行
政
無
線
綾
エ
式

3

・

n

宙
開
館
者
集
底
活
動セ
ン
7
1

銭
工
式

9

・
U
H

町
民
憲
章
制
定

川
・

河
町
民
憲
章
託
念
抽
円
建
立

・
昭
和
幻
年

3

・

H

郡
川
小
学
校
開
校
式

4

-

n

大
島
町
営
住
宅
綾
工
式

8

・
1

台
風
十
号
襲
来

-
昭
和
M
H年

3

・

m

硯
島
小
・

中
学
校
側
同
校
式

3

・
お
都
川
中
学
校
開
閉
校
式

4

・
4

早
川
中
学
綬
開
校
式

4
・
日
薬
袋
町
営
住
宅
竣
工
式

s

・
9

県
営
湯
島
発
電
所
竣
工
式

7

・

幻
弁
天
縫
竣

工
式

-
昭
和
臼
年

e

-

M

保
健
セ
ン
?
l

・
帯
保
管
所
綾
工
式

6

・

H

結
縁
相
時
刷
所
の
側
段

け

・
4

白
血
旅
史
的
山
岳
写
真
館
開
館
弐

H

・
4

歴
史
民
俗
資
創
刊
館
側
舘
式

-
昭
和
ω
年

'

・

m

早
川
南
中
学
校
州
開
校
式

1

・

n

早
川
北
中
学
校
関
彼
弐

a

・
5

早
川
中
学
校
竣
工
式

5

・

m

山
製
爆
破
樹
祭
(
町
長
ス
ポー
ツ
広
場
}

7

・
幻
在
京
早
川
会
設
立
総
会
{
東
京
)

9

・

M
m
ヴ
ィ
ラ
雨
畑
の
完
成

-
昭
和
制
年

a
-
m

葡
ア
ル
プ
ス
プ
ラ
ザ
の
兜
成



-
一
向
ア
ル
プ
ス
プ
ラ
ザ

町
の
玄
関
口
じ
建
ち
、
イ
ン
フ

ォ
メ

ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
t

し
て
後
能
し
て

い
ま
す
。
柿
付
滋
物
の
販
問
ん

や
喫
茶
コ
ー

ナ
ー
も
あ
り

、
町
の
観
光
の
シ
ン
ボ
ル

約
な
存
荘
で
す
ゅ

同
幽
悶
何
回

二
十
一
也
紀
と
い
う
言
葉
の
申
に
、
私
定
ち
は
開
明
る
い
未
来
を
予
感
し
ま
す
。
し
か
し
発

達
し
た
文
明
と
復
銀
化
し
た
従
会
生
活
の
ゆ
で
、
人
々
は
安
患
の
民
間
を
、
自
然
へ
の
@
婦
を

京
め
る
は
ず
で
ザ

.
8
然
に
あ
こ
が
れ
、
自
然
と
の
ふ
れ
あ
い
を
求
め
る
は
ず
で
写
。

私
た
ち
は

こ
十
一
世
紀
巳
向
け
て
、
よ
り
良
い
環
境
づ
く
り
に
薗
相
手
し
、
そ
の
柏
田
歩
を
固

め
、
さ
ら

C
こ
れ
か
ら
も
進
め
て
い
こ
う
と
し
て
い
ま
写
。
多
く
の
人
々
が
快
適
に
住
む
こ

と
ガ
で
き
、
圃
聾
か
怠
生
活
ガ
で
き
る
魅
力
あ
る
旬
づ
く
り
に
、
二
十
一
世
紀
の
釆
来
に
む
け

て
決
意
も
新
た
に
郷
戦
し
て
い
き
ま
写
。

南
ア
ル
プ
ス
邑

緑
濃
き
山
合
い
の
郷
。

-
町
民
ス
ポ
ー
ツ
広
場
テ
ニ
ス
場

全
天
候
裂
の
コ
ー

ト
で
ご
耐
あ
り
ま

す
.
近
〈
の
草
滋
滋
泉
氏
穏
を
利
m
し

て
の
テ
ニ
ス
合
彼
に
も
赦
冶
で
、
若
い

人
に
人
気
が
あ
り
ま
す
。

A鳥岳と問ノ岳

-
や
ま
め
ピ
ア

品
削
減
が
脊
を
た
て
て
絞
れ
る
山
峡
に
、

や
ま
め
や
ニ
ジ
マ
ス
が
釣
れ
る
や
ま
め

ピ
ア
が
あ
h
y
ま
す
。

釣
天
狗
は
深
統
釣

り
、
お
子
さ
ま
は
つ
り
射
でt
九
円
々
釣

り
を
楽
し
み
‘
釣
っ
た
品
川
は
滋
焼
き
に
。

パ
1
4
キ
ュ
ー
胞
誌
も
あ
り
ま
す
。

-
郷
土
資
料
館

御
料
w
T透
務
な
E

か
ら
発
揚
さ
れ
た

石
山
師、

土
器
類
や
品
目
か
ら
の
生
活
用
具

な
ど
三
千
串
乍
向
山
が
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た

写
真
も
展
示
さ
れ
町
の
風
俗
や
生

活
の
移
り
変
わ
り
を
み
る
・
也
t

が
で
き

ま
す
。
溺
ア
ル
プ
ス
野
鳥
絵
尚
帥
聞
も
併

設
さ
れ
て
い
ま
す
。



/ノ
rノ

-
高
ア
ル

7
2
H
Uグ
リ

ー

ン
ピ

レ
ッ
ジ

そ
の
名
の
通
り
e

織
の
中
に
あ
る
村
ゆ

で
、
地
域
の
自
然
や
伝
統
な
E

の
畿
管
刀

や
特
性
を
生
か
し
な
が
ら
、
都
中
m
t
山

村
t

の
交
成
を
行
う
た
め
の
施
設
で
す
。

九
太
巡
り
の
バ
ン
ガ
ロ
ー
七
除
、
炊

悦
鳥
、
水
洗
ト
イ
レ
な
E

を
餓
・λ
た
キ

T

ン
プ
肌
句
研
修
事
4
室
、
プ
1

庁
、

夜
間
照
明
付
の
広
場
、
体
脊
帥
却
なE
が

あ
り
、
ま
た
体
験
農
場
や
税
島
俊
工
芸

な
ど
が
楽
し
め
る
施
設
で
す
。

園町アルプス芭グリーンピレ y ジ

南
ア
均
フ
ス
、
峰
々
の
神
秘
。

カ
メ
ラ
の
眼

、

が
し
か
と
と
ら
え
る
。

-
南
ア
ル
プ
ス
邑
・

意
不
良
閣
の
陶
芸

占
問
ア
ル
プ
ス
の
自
然
と、
そ
こ
に
育

〈
ま
れ
τ
き
た
眠
時
史・
文
化
に
ふ
れ
、

ま
た
怒
っ
こ
t

の
で
き
る
ロ
マ
ン
の
出
品

、

ぞ
れ
が
づ
奈
良
m
の
態
」
で
す
。
総
帥
恨

の
世
間
湯
、
女
婦
の
湯t

し
て
有
名
な
滋

ぷ
や
、
世
界
的
山
岳
V
1兵
家
で
、
こ
よ

な
〈
市
川
ア
ル
プ
ス
を
愛
す
る
臼
鉱
史
朗

氏
の
情
熱
と
ロ
マ
ン
を
収
め
る
『
南
ア

ル
プ
ス
色
思
棋
史
朗
山
岳
写
兵
館
」
、
ま

た
公
由
民
間
で
作
ら
れ
使
わ
れ
τ

い
た
特

色
あ
る
幽
物
(
が
わ
}
の
セ
イ
ロ
や
オ

ハ
チ
、
メ
ン
パ
なE
募
ら
し
の
品
々
、

話
物
、
民
自
只
なE
を
厳
示
し
た
箆
史
民

俗
炎
料
館
な
ど
の
胞
設
が
あ
り
ま

4・M
4

庭史民俗資料館内部

-
グ
リ
ー
ン
ピ
レ
ッ
ジ

・

ヴ
ィ
ラ

一問
細
川

雨
焔
減
書
店
の
拠
点
t
L

て
、
和
室

八
綿
密
、
主
主
闘
部
寝
室
共
資
金

、

い
ろ
り
の
あ
る
談
話
筆
な
E

が
あ
り
、

仰
の
家
t

し
て
宿
泊
、
体
験
学
期目
、
研

修
、
合
宿
に
利
用
き
れ
て
い
ま
十
人冶

-
向
営
キ
ャ
ン
プ
場

釣
般
を
波
っ
た
赤
松
林
の
中
に
あ
り

H
H少
年
や
家
紋
づ
れ
の
野
外
活
動
の
場

t

し
て
綬
L

ま
れ
て
い
る
キ
ャ
ン
プ
阻
唱

で
す
。

h 

町営キャンプ場



-
観
光
6

こ
こ
で
は
、
自
然
の
す
べ
て
ガ
友
達
で
す
・

木
も
れ
賜
あ
び
て
熔
れ
る
花
も

察
隊
に
姿
を
み
せ
る
、
見
馴
れ
ぬ
小
鳥
も
、

清
流
の
岩
か
げ
に
ひ
そ
む
や
ま
め
も
、

そ
し
て
、
爽
や
か
に
吹
く
風
ま
で
も
:
:
:
。

大
き
な
自
然
の
中
の
物
語
。

そ
れ
ぞ
れ
の
ふ
れ
あ
い
川

山
合
い
の
、
ひ
っ
そ
り
と
し
た
温
泉
に
つ
か
り

暮
れ
て
ゆ
く
山
の
箆
情
に
見
い
る
の
も
、
早

川
怠
ら
で
は

の
構
緒
。

山
の
奥
の
秘
め
ら
れ
た
歴
史
や

こ
の
地
で
生
活
し
て
き
た
人
々
の
足
郷
を

ゆ
っ
く
り
と
た
ど
る
の
も
楽
し
み
な
も
の
で
す
。

北岳中緩から伺ノ岳・ a豊島岳



F開畑，胡

-
牧

e一氷
敬
抽
同

大
正
士

“
卒
、
身
延
山
に
参
り
、
赤
沢
じ
リm

h
y

、
七
碩
山
に
登
っ
た
時
吋
の
「
身
延
・
七
面
山

紀
行
』
の
白
後
歌
稿
か
ら
「
山
製
の
し
げ
怠
こ

の
山
い
づ
か
た
の
鵬
滑
に
絡
{ら
h
ue

低
か
問

ゆ
」
を
自
然
石
に
刻
み
、
羽
衣
際
ぎ
わ
に
建
立

し
た
も
の
で
す
。

-
大
町
後
月
取
得

奈
向
此
聞
か'
V
口
桜
コ
一山
を
縦
本
L
P
ぷ
時
の
欽

で
.
農
山
村
山
価
引
に
建
て
ら
れ
て
い
ま
す
。
標
・
尚

三
千
m
以
上
に
あ
る
砕
は
沙
f
u
い
も
の
で
す
g

「
瀬
欽
み
て
お
固
仙
の
上
に
は
〈
息
は
散
り

て
下
界
の

p
m
tな
る
ら
ん

L

-
琴
絡
の
碑

伝
次
琴
絡
の
悲
慾
を
憐
れ
ん
で
建
て
た
仰

で
す
。

七
面
山
。

信
仰
の
山
へ
の
身
延
往
還。

石
畳
が
語
る
赤
沢
の
宿。

-
文
学
碑
1

-
因
由
ゑ
ム
一
詩
碑

奈
良
悶
の
俊
畑
農
耕
を
め
「
る虫s
時
の
止
し訴
を
、

家
じ
残
さ
れ
た
胴
梅
幸tt

幼
い

，

ナ
に
託
L

織
か

れ
れ
持
で
す
。

夕
暮
れ
は
尚
'
と
な
り
胤
に
ま
じ
り
山
酬
明
の
灰

が
降
っ
て
き
た
。

父
も
母
色
児
島
特
‘
山
仕
事
に
山山
か
り
て
も

う
七
日
、

向
山
守
に
は
織
さ
ま
と
幼
い
も
の
途
だ
り
。

す
寸
前
の
抵
抗
の
釣
世
間
を
縫
っ
た
山
を
金
り
五

回
出
も
梨
、

山
の
側
袋
小
屋
で
は
雑
木
林
を
俊
一
き
、
そ
こ

へ
ま
ず
そ
ば
を
矯
き
、

翌
年
は
裂
を
、
次
の
年
に
は

目礼'を
つ
く
る
の

ど
e
(他
市
帥
町
}

セ笛山へのìlt

お万の方像



雨畑 ・米山久志さん

「
も
う

e

移
住
者
e

の
問
者
は
外
し
て
ほ
し
い
で

す
ね
。

一
住
民
t

し
て
定
着
し
ま
し
た
よ
」
l

。
陶

芸
家
・
米山
久
士
山
き
ん
さま
O
H

雨
畑
二
三
八
二
"

は
五
十
八
年
九
月

、
問
問
抑
制
保
拘
阿
部
川
跡
仁
移
り
住

み
、
丘
世
総
柑
黙
を
築
い
て
碗
九
州
地
明
の
創
作
を
絞
り
て

い
る
。
「
開
明
白
川
娩
」
t

命
名
し
た
の
も
「
税
烏
t

い

う
由
緒
あ
る
地
名
が
、
こ
の
ま
ま
で
は
忘
れ
去
ら

れ
て
し
ま
う

』
t

い
う
絶
滅
愛
か
ら
だ
。

米
山
ち
ん
は
秋
凶
県
生
ま
れ
。

明
治
大
学
法
学

部
卒
業
後
、
茨
帥
掛
川
町
笠
間
市
で
陶
芸
を
修
業

。

独

立
す
る
た
め
背
景
窯
の
場
を
求
め
て
東
北
・
北
海

道
・
関
西
の
銭
湯
を
訪
ね
歩
い
た
末
、
早
川
町
仁

落
ち
若
い
た
。
「
自
然
仁
岡
山
ま
れ
τ
作
絢
し
、
首
抑
制

問
で
発
表
で
き
る

t

い
う
条
件
を
泌
た
し
て
い

る
こ
と
か
ら
、
こ
こ
を
遂
び
ま
し
た
」
t

満
足
そ

う
に
ヒ
ゲ
を
な

γ
る
。

移
住
し
て
か
ら
築
柑
摘
す
る
ま
で
、
あ
え
て
一ニ
ヵ

月
は
E

削
を
放
い
た
。
「
作
陶
よ
り
、
ま
ず
地
凶
械
の

人
間
関
係
が
大
切
」
t

い
う
考
え
か
ら
だ
。
A
Yで

は
衛
生
委
員
も
務
め
、
近
所
の
人

t

ゲ
ー
ト
ポ
l

h
F仁
興
じ
る
な
E

打
ち
解
り
て
い
る

。

表
・
の
ぷ
子
さ
ん
(
三
五
)
t
は
五
十
九
年
四

月
、

早
川
町
民
会
館
て
挙
式
。
町
長
を
は
じ
め
大

勢
の
町
長
に
祝
福
さ
れ
て
第

二
の
故
郷
で
の
足

場
を
閉
め
た
。

「
春
は
綴
吹
雪
、
秋
は
山
二
闘
の
紅
葉
t

四
季

が
あ
り
、
制
作
の
場
t

し
て
も
生
活
の
場
t

し
て

も
申
し
分
あ
り
ま
せ
ん
」

作
陶
に
も
新
境
地
が
附
り
、
現
在
は
「
繰
り
上

げ
」
じ
取
り
組
ん
で
い
る

。
般
化
コ
バ
ル
ト
を
濃

度
を
変
λ

て
例
府
か
仁

主
に
混
ぜ
、
ろ
(
ろ
で
一

気
に
仕
上
げ
て
焼

き
締
め
た
作
品
だ
。

れ
る
南
戸
ル
ブ
ス
邑
・
早

」
創
作
の
場
を
求
め
て
、

し
て
き
た
家
族
が
い
ま

り
に
な
れ
ば

地
域
に
根
ざ
し
て
、
作
陶
、
新
境
地

。

10 11 



自
然
と
同
化
し
、
能一白
を
、
陶
芸
を。

大仏 ・久村哲生さん

川
が
あ
っ

τ
小
お
い
場
所
で
創
作
に
い
作
念
で
き
る

環
境
ー
を
求
め
て
T
楽
県
市
川
市
か
ら
移
り
住
ん
だ

の
が
姥
緬
締
・
久
村
副
日
中
さ
ん
(
問
七
}
一
家
H
'よ
ね

必
叫
ん
民・

12 

人
が
忘
れ
て
し
ま
っ
た
温
か
き
が
あ
り
ま
す
。
そ

れ
を
能
耐
に
打
ち
込
ん
で
み
た
い

J

キ
ー
子
さ

ん
も
ぷ
桝
の
奥
さ

ん
仁
教
わ
h
v
な
が

ら
、
制
明
付
市
p
b

始
め
ま

し
た

J
t
、
す
っ
か
り
生

訴
を
楽
し
ん
で
い
る

。
兵
代
さ
ん
は
作
陶
に
打
ち

込
み
な
が
ら

「
若
い
人
に
は
不

便
で
し
ょ
う
t

よ

く
パ
わ
れ
ま
す
が
、
白
分
の
や
議
ぃ

3

は
っ

ニ
-
q
き
家
じ
な
っ
た
農
家
を
ア
ト
?
エ
に
改
装

し
、
安
-
キ
R
F
F
ん
(
四
七
}
は
油
絵
、

ほ
八
代
さ
ん

代
さ
ん
こ

(
二三
}
は
陶
去
に
没
鋭

、

次
女
・
u
品

こ

は
早
川
両
小
で
学
後
中
.
括的
を
後

L

ん
で

h
tる
。

久
村
さ
ん
は
能
川
酬を
打
ち
品
川
め
て
ト
年
目
局

、
小
田
酬
なE
は
一
枚
で
な
円
怒
川
抹
栄
を
表
裂
す
る

の
で
、
ノ
ミ
を
持
っ
た
ら
一
心
不
札
で
す
.

そ
れ

だ
け
に
静
か
で
大
自
然
の
怠
欧
が
感
じ
ら
れ
る

間
槻
段
が
必
要
だ
っ
た
ん
で
す
J
t

hv
ぅ
.

例
年
が

か
り
で
関
東
各
燃
や
長
野
県
な
ど
を
阿
っ
て
移

住
地
を
探
L

、
キ
1
Nす
き
ん
が
よ
{
訪
れ
て
い
た

七
海
山
が
縁
で
六
十
年
九
月
、
早
川
町
へ
の
移
住

を
決
め
た
。

「
あ
り
が
た
い
.
、
t

に
近
所
の
人
が
氷
を
無
料

で
縫
供
L

て
く
れ

る

ん
で
す
。
-
匂
こ
に
は
都
会
の

h
d
り
し
て

い
る

の
で
平
気
で
す
。
早
川
町
の
土
を

乍
か
し
た
俊
き
物
を
作
り
た
い

J
t

夢
を

語
る
。

久
村
さ
ん

一
家
に
t

っ
て
‘
大
島
で
の
生
訴
は

向
山
閉
山
に
浴
り
込
む
ため
の
ワ
ン
ス

ア
ッ
プ
.

晃
代

き

A

が
学
校
を
卒
業
す
る
こ

ろ
に
は

、

も
っ

t
ω

の
奥
深
(

仁
入
っ
て
向
然
t

例
化
し
た
い
に
t

い
・?
。

同
開
削
図

，
新
し
い
早
川
へ
の
み
ち
ヘ
早
川
町
総
合
計
図
」
は
昭

和
六
十
八
年
度
を
鍛
終
年
度
と
す
る
十
カ
年
の
長
期
島
町

扇
で
す
;
潤
い
と
活
力
の
あ
る
邸
づく
り
'
を
目
指
し

だ
こ
の
計
画
は
、
次
の
四
つ
の
由
理
念
を
そ
の
護
瞬
間
と
し

て
い
ぎ
ず
。

-
自
然
と
の
箆
ら
い
の
怠
か
で
、
住
み
よい
町
づ
く
り

・
だ
が
い
に
助
け
合
い
、向
山
の
ふ
れ
あ
い
を
大
切
に
し
、

人
々
の
健
康
を
守
る
町
づ
く
り

-
身
も
ω
も
健
や
か
で
、

学
び
合
う
人
づ
く
り

-
岨
軍
か
怠
軍
曹
ら
し
を
家
め
喜
ん
で
働
く
だ
め
の
町
づ
く

り飽
畿
の
価
値
を
宮
崎
め
、
箆
り
を
も
っ
て
住
む
こ
と
が

で
き
る
悠
カ
あ
る
町
を
自
矯
し
て
一
歩
一
歩
、
定
め
ら

れ
た
自
療
に
向
っ
て
溜
実
に
参
ゐ
つ
づ
け
て
い
ま
す
。13 



明
日
に
伊
か
つ
て
、

-
生
活
環
境
u 

自
然
条
件
を
克
服
し
て
、

住
み
よ
い
町
に
。

早
川
に
沿
っ
τ

は
し
る
娘
道
野
u
v
H
川
1

波
-
H川
品
作
中

織
的
師
、
削
立
辺
の
締
凶
巾
持
川
へ
強i
.

巾
剣
林
真

お
よ
び
山
市
白H
m
t
m
a
b
z給
ぶ
九
山
川
叫
仲
逃
が
阿
の
恭
静
判

辺
助
問
で
す
.

早
川
沿
い
の
、
山
t

山
の
川
向
に
ひ
ら
け
た
早
・
川
町
は
、

抽
嶋
田
肘
約
な
制
制
約
が
多
{
、
巡
回
町
は
一
般
的
に
的
円
以
が
狭

{
急
カ
l

プ
も
多
〈
あ
り
ま
す
が
、
道
刷
聞
は

観
光
や
続

去
の
後
興
、
社
会
州
開
発
の
た
め
仁
重
要
な
役
紛
争
守山市

す
ら
の
で
す
か
ら
.
そ
の
改
議
長
静
岡
に
は
力
を
入
れ
て

い
込
C
4
a
a
-
-
'

。

集
市
袖t
集
落
を
位
和
ぷ
町
道
は
、
生
活
の
利
便
t

だ
り

で
は
な
〈
.
住
民
制
制
圧
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
た

め
じ
も
ど
小
呼
欠
な
ち
の
で
あ
9

、
廷
に
改
良
鞍
備
し
て

い
か
な
り
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
.

外
退
u
u九
世
間
柏
市
・
・
ハ

1
唱

は
日
あ0
.

ぷ
幽V帥
胸
部
分
も

あ
り
ま
す
が
.
町
の
九
i
E
e

以
ー
を
海
林
が
山
め
る

町
の
H
E
E
L
て
・
ふ
た
作
品
泊
路
・
観
光
必
常
3
F骨

健
や
か
な
日
々
を
築
く
。

心
。
か
に
中
・
き
が
い
の
あ
る
午
前
b

、
位
以
γ
あ
る

二

t

の
上
に
架
か
れ
4

す
.

内
川
ら
の
舵
凶
怖
は
れ
ら
が
守

。
澗H
m併
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な

9
1

せ
ん
.

日
党
総
状
が
あ
ま
り
い
(
あ
ら
わ
れ
ず
早
期
発
見
が

む
ず
か
し
い
、
い
わ
ゆ
る
成
人
約
な
r

へ
の
対
策
t

し

て
‘
町
で
は
総
合
従
A
d
b
z
'
打
い
対
象
V
引
の
約h
i

問
じ

が
受
み
し
て
い
t

す
。
ま
た
附
和
五
l

八
年
以
か
ら
は

一

厄
年
像
診

A肉
ト
二
畿
、
h

卜
岐
‘
・
ハ
卜

岨

仏
v
b

実
悔
し
て
.
働
き
盛
り
の
人
々
へ
の
型
棋
を
強
化
し
τ

い
ま
す
.

叫
時'r
健
山
唱
の
た
め
に
は
、
机
付
に
叫
ぬ
川
内

F
M刷
、
奴
点
吐
い
削

円γ
組
制
を
1
8
し
τ

乳
児
t
N
時
四
叫
t

の
は
健
衛
慌
に
h
Hを
人

れ
‘
-
Z
た
乳
児
健
診
や
各
締
検
診
を
文

M犯
し
て
乳
幼
児

の
植
民
会
す
な
発
向
を
は
か
つ
て
い
ま
世
。

町
の
主
的
入
日
が

・

-
十
z
.

・
.

h
b
h
t

か
な
り
・
仇
〈
.

お
可
寄
り
の
保
健
は
・
』
れ
か
ら
の
前
・
安
な
認
砲
の
ひ
と

つ
で
す
.
韓
再
検
歩
主
や
健
様
相
談
なE
を
一
M
mす
す
め
、

脇
被B
中
な
E

の
後
遺
症
に
よ
る
機
能
川
剖
慌
の
た
め
の
リ

ハ
ビ
リ
教
室
な
E

、
き
め
細
か
〈
快
感
的
に
す
す
め
て

い
h
d
・
=
+
，
。

町
仁
よ
大
鳥
t

官
町A
Mに
診
療
所
が
あ
り
ま
す
。
年
州
A
M

診
療
品
問
仁
ば
昨
年
・
か
・
z
m
鮒
が
常
駐
し
て
町
民
の
飽
係

資
姥
仁
丙
山
t
m
川
地
h
nに
出
張
冷
療
を
L

て
い
ま
す
.

主
た
、
現
h
伺
'
と
五mm
へ
も
健
作
品
・
糾
筏
か
-
b
m
A
M
U
O

療

を
L

住
民
の
健
取
れ
V
'
t
吋
る
努
h
h
τ
L
τ

い
ま
す
.

簡易水道ぬ~

ル一
回T

と
し
て
な

E

長
期
的
な
M
配
管
に
た
づ
た
判
明
伎
の
の
川
い

休
必
を
け
術
L
τ

い
〈
必
安
が
あ
h
v
ま
す

水
道
は
全
滅
に
わ
た
っ
て
ぬ
き
れ
τ

い
ま
す
が
、
小

集
泌
が
広
従
叫
問
に
飲
ル
忙
し
て
い
る
た
め
に
整
備
t

管
姥

が
符
紛
で
は
あ
事
ま
せ
ん
・
こ
の
た
め
小
統
校
な
水
道

の
格
的
統
合
や
水
源
の
磁
傑
な
E

悼
加
点
体
制
刷
の
充
実
を

は
か
つ
て
、
位
協
水
市
の
向
i
t
t

も
に
滑
え
る
こ

t

の
F

怨
さ
れ
る
ぷ
治
製
に
応
・λ
て
い
か
な
り
れ
ば
な
。

ま
せ
ん
.

ル
け
℃
は
ん
卜
・
じ

k
t
u
河
川
い
比M》
正
世
帯
を.
M
m
し
て
い

ま
す
.
ま
た
町
常
住
宅
は
大
向

・

薬
袋
治
内
に
=
一
処

ト

H

ハ
.
ド
が
住
ぷ
さ
れA
K
.
ド
入
M
怖
さ
れ
τ

い
ま
す
.

ご
み
は
映
市
衛
生
総
合
に
よ
り
収
集
処
理
さ
れ
て
い

ま
す
・
し
阪
は
山
弘
弘
存
可
来
径
二
社
と
餓
向
島
問
坐
総
合

に
よ

O
M
q
N
A
さ
れ
て
h
vま
す
が
、
今
後
は
収
集
w
n同
唱
の

拡
大
を
は
か
る
t
t
ハ
に
、
環
境
保
全
の
意
味
・
か
ら

S
F

家

庭
浄
化
ぬ
設
に
よ
る
終
末
処
罰
司
も
考
え
て
い
か
な
り
れ

ば
な
O

ま
せ
ん
。リハピリ敏itt

-
保
健
衛
生
日



.)0 、弘、' ‘均，

市町村対抗野球

-
社
会
体
育
“

共
に
生
き
る
地
域
の
和
、
が
、

手
か
ら
手
に
伝
わ
っ
て
く
る
。

町民スポーツ広場

余
暇
時
開
が
酬
明
・
λ
た
り
、
ま
た
醐
略
取
へ
の
関
心
の
た

か
ま
り
か
ら
、
ス
ポ
ー

ツ
を
般
録
的
に
す
る
人
々
が
削
唱

え
て
い
ま
す
。
何
で
は
学
校
の
体
出
町
臨
時
設
の
同
開
放
を
行

い
、
体
行
総
や
夜
間
照
明
の
ち
t

で
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
や

Y
7

ト
ポ
ー
ル
な
E

が
盛
ん
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
町

長
体
育
館
や
ス
ポ
ー
ツ
広
場
な
E

の
開
放
、
活
m
を
叫
制

磁
的
に
す
す
め
‘
今
後
の
ス
ポ
i

男
彼
要
に
ζ

た
・λ
て

い
こ
う

t

考
・λ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
野
獄

、

ソ
フ
ト
ボ

ー
ル
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
、
パ
ト
ミ
ン
ト
ン
、
サ
ァ
カ
|
、

テ
ニ
ス
、
柔
道
な
E

緩
ん
な
ス
ポ
ー
ツ
を
通
し
て
、
町

一氏
の
健
康
づ
(
り
や
体
カ
づ
(
り
の
た
め
の
場
t

し
て
、

施
設
設
備
の

一
階
の
光
咋
止
を
は
か
り
、
町
民
の
ス
ポ
ー

ツ
へ
の
参
加
意
欲
仁
こ
た
・λ
て
い
き
ま
す
.
こ
れ
ら
の

活
動
は
町
の
体
育
協
会
を
中
心
に
行
わ
れ
充
尖
し
た
活

動
内
容
t

な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
町
民
の
縫
版
保
持

t

技
術
向
上
の
た
め
に
も
、
よ
り
品
出
動
す
る
体
育
協
会
へ

の
後
嗣
押
し
を
す
す
め
て
い
き
ま
す

。

昨
年
十
月
で
第
十
六
回
を
数
・λ
た
町
民
体
育
祭
は
、

年
々
盛
ん
に
な
り、
地
凶
概
の
巡
肺
w
t
世
代
を
越
え
た
出
入

抽
出
じ
役
立
っ
て
い
ま
す.

鍛
え
た
成
栄
を
発
燦L
τ

、

地
域
対
抗
の
鍛
技
な
E

で
は
、
な
ご
や
か
な
中
に
も
然
'

山
引
を
お
び
た
闘
い
が
繰
り
ひ
ろ
げ
ら
れ
、
町
の
和t
ス

ポ
ー
ツ
の
絡
を
さ
ら
に
堅
い
も
の
に
し
て
い
ま
す
。

町民体育館



自
ら
学
ん
で

生
活
の
幅
を
ひ
ろ
げ
て
い
る
。

日
私
た
ち
の
生
活
は
所
得
-
m燃
の
向
上
や
技
術
市
町
叫
に

よ
る
愉
鋭
化
な
E

に
よ
り
惣
か
仁
な
り
、
余
暇
時
間
b

m
え
て
き
ま
し
た
。
こ
の
時
間
を
利
川

L

て
の
学
習
に

対
す
る
な
欲
も
た
か
ま
り
を
み
せ
‘

学
包
へ
の
然
g
t

t
b

じ
す
ば
ら
L

い
成
則
市t
な

っ
て
あ一

ら
わ
れ
τ
き
て

い
ま
す
e

ま
た
本
町
の
よ
う
に
、
幼
飴
人
円
の
減
少t
主
鈴
人

日
の
出
引
仰
が.
4す
仙
法
務
機
能
のw
p
し
い
低
ド
の
中
に
あ

っ
て
、
hv
わ
ゆ
る
償
制
批
判
制
討
を
泌
し
て
総
和
刊
の
t

れ
た

人
川
同
形
成
に
つ
t

め
て
、
地
山
暁
じ
お
け
る
役
刻
り
‘
使

命
を
η

附
議
す
る
た
め
の
学
科
も
行
わ
れ
て
いa
e
aす
。

多
様
化
す
る
町
長
の
学
制
円
安
求
に
‘
』
た
え
る
た
め
、

公
民
館
の
組
織
俄
化
を
は
か
つ
て
池
山
れ
の
活
動
の
拠
点

t

し
て
充
実
さ
せ
、
ま
た
F
l

ダ
ー
を
養
成
し
て
、
川
正

仁
実
り
あ
る
凡
下
山
門
内
容
に
す
べ
〈
努
め
て
い
き
ま
す。

池
波
の
・X
化
活
動
の
拠
点
t

な
る
能
本
会
叫
J

は
、
大
向
、

山
附
畑、
勝
郎
町
に
ぷ
似
し
‘
い
っ
て
も
E

こ
で
b

学
ぶ
こ

と
の
で
き
る
，

社
会
数
行
の
場
'
づ
〈
り
を
し
て
い
き

a
Z
ふ
，。

文
化
滋
品
開
は
川
世
ル
化

、

町
の
文
化
協
会
を
小
心
に
サ
ー

ク
ル
ゃ
ぎ

7
9
7の
合
成
に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

六
十

年
ト
一
川
二
日
、

ご
一川
に
は

‘

第
二
卜

二
例
の
文
化
祭

が

「
み
ん
な
で
育
て
る
文
化
の
佼
咲
〈
ふ
る
さ

2と
を
L

を
-
7!
?
に
行
わ
れ
‘
夫
代
ぶ
、A
U
F
F去、
中

日付
花
、

山
間
ぷ
なE
多
数
の
桜
ぷ
仁
文
化
活
動
の
銭
。
上
が
0

を

み
せ
ま
L

た
‘

-
社
会
教
育
同文化祭)9 健康務室

、、、4・I

鴎演会



ひ
と
り
の
幸
せ
を
、

町
民
す
べ
て
の
幸
せ
に
し
て
。

過
疎
化
や
共
働
き
の

h
vが明λ、
従
来
児
な
に
対

し
て
率
泌
が
担
っ
て
き
た
救
出
H
の
機
能
が
低
干
し
て
き

て
い
る
た
め
、
保
育
所
へ
の
依
毎
度
が
古川
〈
な
っ
て
き

て
い
ま
す

。

保
持H品
川
は
古
川
保
育
所
t

礼
保
育
所

、か
あ
り
、

A
R計
三
十
九
名
の
苦
と
も
た
ち
が
、
必
ま
れ
た
皮
境
の

中
τ
足
気
に
生
活
し
て
い
ま
す
。

社
会
的
、
銃
改
則
的
に
大
き
なハヤ
ン
グ4
キ

T
w
rプ
を

負
っ
て
い
る
心
身
に
陣
容
の
あ
る
人
{
児
}
に
対
し
て

は
、
問
問
中
吋
者
干
綴
の
交
付
-
線
数
回
バ
の
交
付
、
市
民
牛

‘

伐

採
の
給
付
等
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
今
後
は
郎曾
者
の

生
活
断
を
蛇
大
し
、
自
由
な
行
動
を
と
れ
る
よ
う
公
共

線
設
を
改
馨
し
た
り
、
経
済
的
な
負
拘
を
絞
(
す
る
な

ど
の
韓
胤
を
す
す
め
て
い
〈
必
変
が
あ
h

ま
す
。

止
た

間
仰
一
世
四
時
比
坐
の
予
防
の
た
め
、
妊
婦
へ
の
学
刷
闘
を
は
じ
め
‘

乳
幼
児
の
倹
診
を
す
す
め
て
い
き
ま
す
.

ま
た
、
母
子
家
庭
や
低
所
税
者
仁
対
す
る
資
金
の
貸

付
り
や
午
重
器
な

E

、
社
会
的
に
不
安
λえ
な
立
場
の

人
々
に
、
き
め
納
か
な
配
磁
を
し
て
い
き
、
そ
の
経
済

的
宇
U

立
を
促
L

て
い
き
ま
す
。

保育所のヲ リスマス会

出
昨
夜
間
の
高
度
成
長
じ
伴
・

7
過
疎
化
減
少
に
よ
り
、
町

の
老
鯵
人
口
は
昭
和
四
十
年
が
総
人
口
の
七
・

占ハ
判
わ
で

あ
っ
た
の
仁
対
し
、
昭
和
五
十
五
年
に
は
十
九
・
o
h
h・

昭
和
六
十
年
に
は

二
十
一
一一・
五
引p
k

急
激
に
榊
・λ
て
い

ま
す
。
老
人
福
組
は
町
に
t

っ
て
も
重
要
な
議
題
で
あ

る
た
め
、
そ
の
光
案
を
は
か

る
た
め
の
保
健
セ
ン
タ
ー

の
有
効
利
朗
や
住
民
総
合
健
診
の
推
進
なE
を
す
す
め

て
い
き
ま
す
。
餐
緩
や
介
護
を
必
婆
t

す
る
お
年
舎
り

へ
は
、
寝
た
き
り
老
人
の
入
浴
回
数
を
地
や
し
た
り
、

Jボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

間
体
E

協
力
し
て
寒
川
臨
世
帯
仕
員
制
度
の

充
実
を
は
か
る
な

E

、
悠
き
が
い
t

健
康
保
持
を
は
か

る
た
め
の

環
境
づ
〈
り
を
は
か
っ
て

い
き
ま
す
。
さ
ら

に
知
識
t

強
か
な
店
経
験
を
持
っ
て
い
る
お
年
寄
り
に
活

開
削
し
て
も
ら
う
努
マ
ス
・
タ
l

制
度
や
、
官
附
鈴
者
生
産
活

動
セ
ン
タ
ー
の
拡
充
ー
ま
た
老
人
ク
ラ
プ
や
海
大
学
へ

の
参
加
に
よ
る
社
会
t

の
ヌ
流
な
E

、
生
き
が
い
t

健

康
の
た
め
の
施
策
を
維
進
し
て
い
き
ま
す
。

ヱT
E
も
の
健
全
育
成
は
叙
と
社
会
の
述
霊
長
で
あ

り
、
心
身
t

も
に
健
全
な
子
に
揖H
て
る

ζ
t

は
、
妊
婦

の
銭
康
管
理
か
ら
す
で
に
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

-
福
祉
初

北保育研



地
域
を
活
き
い
き
と
さ
せ
る
、

バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
産
業
の
振
興
を
。

-
産
業
n

本
町
の
農
業
は
、
池
田
刊
約
条
件
に
忠
ま
れ
ず
川
一
H
'
v
j
り

の
子
均
務
作
緬
泊
酬
は二
十
八
ア
ー
ル
t

小
山
棉
絞
で
あh九

時
折
池
は
はt
ん
E

剣
織
で
す
・
続
労
者
が
阿
川
品
開
化
し
、

ま
た
鯵
女
子
が
多
い
た
め
、

A
A依
、
換
金
性
の
古
川
い
値
付

録
作
自
の
枠
相
応
ゃ
、
農
地
の
集
約
化
を
闘
っ
て
作
目
別

の
日
出
抱
枠
現
段
を
す
す
め
る
なE

の
漂
砲
を
残
し
て
い
ま

す
。現

在
は
養
隊
、
養
蚕
、
案
、
こ
ん
に
ゃ
く
、
み
よ
う

が
、
菜
、
水
稿
、
擦
な
E

の
作
自
の
複
A
a
p
Hを
行
っ

て
お
り
、
位
村
に
養
記
揮
は
甑

m
A
じ
推
移
し
て
き
て
い
ま
す
。

ま
た
生
島
臆
さ
れ
た
大
一

一旦
を
使
っ
て
、
み
そ
、
し
よ
う
ゆ

に
加
工
し
た
り
、
そ
ば
、
山
菜
や
山
ご
ぼ
う
の
中
産
を

催
し
、
官
向
働
者
や
.
産
活
動
セ
ン
タ
ー

t

の
巡
燐
活
用
を

年
・
士
、
い
き
ま
す
.

町
の
九
ト
五
・
五
Hむ
を
占
め
る
山
林
で
は
.
木
材
の

生
庖
や
L

い
た
り
、
な
め
ニ
な

E

の
林
市
械
の
巾
虐
な

r

、
山
村
綾
骨n
u嶋
崎
揖
の
ひt
つ
t

し
て
被
裂
な
待
納
り

を
米
し
τ

き
ま
し
九
こ
れ
ら
の
活
動
は
泌
林
総
合
を

山
1
L
Vに.行
わ
れ
τ
き

ま
し
た
が
、
A誌
は
挺
に
、
ル
T.
必

か
ら
山
山
街
ま
で
をm
t
・λ

た
活
動
を
穆
に
.
林
来
出
田
興

の
H
情
t
L
τ

そ
の
神
宮
化
を
闘
っ
て
い
き
ま
す
。ま
た
必

林
は
同
上
の
保
全
や
水
滋
の
か
ん
後
なE
に
も
大
切
な

働
き
を
し
τ

お
り
、
保
健
休
養
の
盤
、
も
あ
る
た
め
、

鋭
光
約
I
J意
味
を
も
合
め
た
林
業
の
振
興
争
す
す
め
て

い
き
ま
す
.

集
落
が
広
い
池
山
崎
に
散
在L
τ

い
る
た
め
、
食
帆
惜
口
出

や
n
m
雑
貨
の
店
は
小
規
模
経
営
を
余
儀
な
く
さ
れ
て

i

ま
た
消
費
人
口
の
る
自
動
車
の
ま
な

E

に
よ
る
餓
貧
富mの
淀
出
な
E

、
官
開
業
にt

つ
て
は
厳

L
h
v
実
設
で
す
。

t

住
民
へ
の
サ
ー
ビ
ス
向
上
に
百

め
、
商
店
相
瓦
の

つ
な
が
り
を
強
め
て
い
{
必
要
が
あ
り
ま
す
。

E
来
は
過
疎
対
策
t

し
て
減
数
し
た
弱
篭
の

組
立
工

揚
が
あ
り
、
録
人
の
獄
労
の
場t
な
っ
τ
い
ま

4
1
w町

t

し
て
は
伝
怯
霊
業
の
m明
や
長
林
水
産
加
工
緒
実
例

え
ば
奈
の
加
工
場
ゃ
な
め
こ
の
街
路
工
場
伝
E

を
議
総

点
同
業K
L
τ

内
氏
し
・
町
民
の
就
労
の場
を
務
総
す
る

よ
う
努
め
τ

い
き
ま
す
・
ま
た
ぷ
資
源
や
砂
利
の
店
効

活
m
b
臥F
J・λ
て
い
き
ま
す
・

主
治
条
件
な
E

に
よ
り

A
r浜
減
数
は
蒋
υ
抑
な
・7ι
で

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
下
山
工
喰
商
地
に
あ
わ
せ

τ

、
早

川
必
へ
の
海
域
巾
設
工
業
団
地構
相
官
明
る
い
円
益
し

が
で
τ
き
ま
し
た
.

電子郵&工喝
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早川南小学校

-
学
校
教
育
u

町
の
次
代
を
担
p
フ
た
め
の

早
川
教
育
、
知
・
徳
・
体
。

感
ま
れ
た
環
問
視
のbt

で
、
次
代
を
回
目
う
児
盆・
生

徒
た
ち
が
納
3
・
に
励
ん
で
い
る
姿
は
、
主
て
も
た
の
も

し
い
感
じ
が
L

ま
す
。

文
句
自
然
、
郷
土
を
愛
し
、
勤
労
を
噂
ぴ
、
心
身

t

も
に
健
卒
中山な
人
絡
を
形
成
す
る
た
め
に
、
め
ナ
校
教
育

は
t

て
も
冊
慰
安
な
も
の
で
、
町
で
は
教
育
環
境
の
断
和
協

じ
カ
を
入
れ
て
き
e
正
し
た
。
柏
村
に
過
鋭
化
か
ら
くS
児

家
・

惜
し
徒
数
の
減
少
に
よ
る
学
館
統
合
を
、
池
波
の
人

人
t

の
話
し
合
い
を
取
ね
る
巾

・
て
解
決
し
て
き
ま
し
た
a

昭
和
五
十
三
年
仁
四
百
H

卜

二
人
い
た
先
進
・

生
徒
は
、

昭
和
五
十
七
年
に
は
三
百
三
一人
t

激
減
し
、
悠
買
な
数

打
線
伎
を
確
保
す
る
意
味
か
ら
も
般
向
小
t

早
川
市
小

綾山
田
平

e
u
E
 

4
2
4
 

皐

¥ 

軍 111中写鮫

を
昭
和
五
十
八
年
に
統
介
し
ま
し
た
が
、
昭
和
六
十
一

年
四
月
現
夜
の

一
ヤ
年
の
平
均
は
十
一
二・六
人
で
あ
り
、

な
お
減
少
の
傾
向
は
絞
い
て
い
ま
す
。

昭
和
相
六i
年
四
月
に
は
鋭
ぬ
中
と
部
川
小
が
統
令
さ

れ
て
平
川
巾't
な
り
、
新
校
舎
で
の
授
米
が
ス
タ
ー
ト

し
ま

L

た
。
.
、
の
山
地
物
は
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
ニ
僻
柏
崎
也

て
の
モ
ダ
ン
な
校
合
で

、

校
内
に
は
災
寄
時
に
生
体
陀
た

ち
が
寝
泊
。
で
き
る
術

m
A
4や
諸
規
京
、
4H
融
市
鐙
食
な

、E

が
で
き
る
a
r出
い
暗
室
も
あ
り
ま
す
@

統
合
に
伴
う
数
々
の
問
題
を
乗
り
経
・λ
、
新
し
い
町

づ
く
り
の

一
段
t

し
て
の
、
早
川
数
台
へ
の
歩
み
を
者

突
な
ち
の
仁
し

τ

い
き
た
い
ト
ま
す

。

-
防
災
安
全

p
b
し
ら
・
・
・
4
の
時
の
た
め
に
、

備
》
え
、
怠
り
な
く
。

町
の
消
防
は
三
百
二
卜
入
‘
六
分
担
L

織
成
さ
れ
、

消
防
・
制
動
要
云
円
、
小
刷
町
動
力
ポ
ン
プ=
十
四
台
を
配
制

し
て
い
ま
す
。
さ

ら
に
帥
駅
南
広
域
行
政
の
総
合
常
備
消

防
と
町
内
へ
の
分
段
所
数
笥
に
よ
事、

救
勺
毎
ヰ
務t
予

防
消
防
を
含
め
た
消
防
体
制
の
強化
を
図
っ
て
い
Y
ま
す
，

昭
和
五
十
五
年
「
何
十
川
町
地
渓
防
災
強
住
ぽ
倒
」
が

策
定
さ
れ

‘

防
災
体
制
は
臨
時
立
寄
れ
て
い
ま
す
が
、
陥
岨

凶
唱
に
住
む
人々
が
兵
体
的
f
J万
法
を
知
っ
て
い
な
り
れ

ば
何
に
も

な
り
ま
せ

ん
の
で
、
訓
練
を
泌
L

、
ま
た
防

災
に
対
す
る

常
務
枠
内
揚
聖
姐
し
て
献
に
に
す
す
め
て
い
〈

必
婆
が
あ
9

8
ま
す
@

昭
和
五
十
四
年
度
仁
設
似
し
た
防
災
行
政
鉱
山
線
は
、

日
常
の
広
絞
活
動
や
災
一
切
品
非
常
泌
俗
な
ど
じ
活
用
さ

れ
て
い
ま
す
。

地
勢
、
地
質
な
E

厳
し
い
自
然
粂
件
下
に

あ
る

町
の

災
告
を
批
仰
ぎ
、
将
米
に
わ
た

っ
て
美
し
い
町
土
を
祭
(

防災行政策線

た
め
の
努
力
は

、

貯
を
あ
げ
て
災
践
しτ
い
か
な
り
れ

ば
な
ら
な
い
不
で
す
の
で
一
様
の
労
力
を
し
て
い
き
ま

サ
，
。

市
中
の
将H棋
は
一
世
間
主
・

O

一
台
で
す
が

、

道
路
市
中

併
が
添
い
よ
じ
自
然
を
求
め
て
訪
れ
る
市
下
が
補
える
な

ど
の
た
め
に
、
カ

l

Jプ
ミ
ラ
l

、
歩
道

、

紡
護
国
側
なE

を
設
協
し
τ

き
ま
し
た
も
事
故
原
岡
闘
は
ド
ラ
イ
バ
ー
の

意
識
の
欠
如
に
よ
る
も
の
が
最
も

多
い
た
め

、

モ
ラ
ル

主
m耐
め
る
t

問
時
に
安
全
な
前
川
づ
〈
り
の
た
め
に
必
要

な
施
設
の
務
備
拡
充
を
は
か
え
戸
惑
安
全
対
策
を
披

逃
し
て
い
き

ま

す
。

出初め弐
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論
議
一
会

真
剣
に
取
り
組
む
、

進
町
の
こ
れ
か
ら
。

総務文教袋員会

民生擬興委員会

総会事務局

-町議会構成図

-一部事務組合議会
・峡南広被行政組合

・ 峡R信衛隼組合

・飯..病院組合

・監査委員

行
政

確
実
な
歩
み
、
明
日
へ
の
礎
。

地
械
の
発
緩
や
経
済
成
長
ーま
た
情
報
化
の
進
む
社

会
に
あ
っ
て
、
行
政
に
対
す
る
住
民
の
要
望
も

多
様
化

し
、

多
岐
に
わ
た
る

よ
う
に
な
っ
て
き

ま

し
た
。
厳
し

い
財
政
官
中
山
酬
の
中
で
、
よ

9

効
率
的
な
行
政
を

す
す
め

て
い
ま
す
が
、
過
度
の
行
政
依
存
を
叩
聞
か
な
い
た
め
に

も
行
政
t

住
民
t

の
災
任
分
野
を

附
明
ら
か
に
し
、
研
修

な
、
ど
で
総
長
の
資
貨
を
向
上
寄
せ
て
、
ま
た
事
務
処
湿

の
見
直
し
な
E

、
効
率
的
な
行
政
サ
ー
ビ

ス
を
行
っ
て

い
ミ
C
$
6
中
?
。

峡
市
附
広
凶
概
鴎
に
よ
る
計
算
セ

ン
タ
ー
の
段
援
に
よ
る

事
務
の
効
率
化
が
関
ら
れ
て
き
ま
し

た
が

、

日

常
生
活

そ
の
も
の
ま

で
従
来
の
町
村
低
成
を
は
る
か
に
越λ
た

も
の
に
な
っ
て
レ
る

現
在

、

行
政
も
広
域
的
、
喜
官
約

仁
北
口
問
附
し
て
処
理
し
て
い
〈
必
要
が
あ
り
ま
す
。
広
続

行
政
を
す
す
め
る
上
で
の
課
題
は
残
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

他
町
村
t

の
緊
密
な
漣
得
t

協
力
仁
よ
り
、
な

お

一
般

の
拡
充
を
岡
山2
t
h
y〈
必
要
が
あ
る
t

考
え
て
い
ま

す
。役場会衆

-
特
別
町
民

都
市
t

山
村
t

の
交
流
を
目
指
し
た
，
ふ

る
さ
と
南
7

片
プ
ス
色
'
の
拙刑判
中
に
よ
る

特
別
町
民
は
、
会
開
か
ら
六
百
五
十
六
世

俗
{
昭
和
六
十
一
年
度
ヤ
の
参
加
を
い
た

だ
き
、
季
節
の
町
の
輯
付
属
肱
口
聞
を
送
っ
た
り
、

ま
た
来
肺
門
し
て
ま
ほ
を
深
め
る
なE
、
す

っ
か
り
定
者
し
て
き
ま
し
た
。

-ー
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町
議
会
は
町
民
仁
よ
る
選
栄
じ
よ
り
逃
ば
れ
た
十
凶

名
の
議
員
仁
よ
り
織
成
さ
れ
て
お
り
、
町
政
運
営
の
方

針
や
予
算
決
算
の
義
時
、
ま
た
糸
郡
印
の
制
泌
定
を
決

め
る
重
要
な
役
割
り
を
加
担
っ
て
い
る
、
町
長
の
墨
芯
を

代
表
す
る
後
闘
で
す
。

六
月

、

九
月
、
十
二
灯
、
一
一一円
に
索
前
議
会
が
闘
か

れ
、
こ

こ
で
議
決
さ
れ
た
事
項
は
箆
ち
じ
勢
仔
機
闘
に

よ
り
実
行
き
れ
て
い
ま
す

.
尊
民
は
総
務
文
教
t

民
生

録
曲
刊
のh
vず
れ
か
の
常
任
委u
只
会
に
日
摘
し
、
付
託
山
最
件

の
草
訟
や
調
査
を
行
っ
て
い
ふ
号
。
ま
た
必一安
じ
応
じ

て
臨
時
議
会
b

附
か
れ
‘
速
滋
仁
万
余
を
期
し
て
い
ま

A
'・

水野定夫

特別町民へ特虚&を発送

庶務係

財政係

税務係

企面f系

公聴広報f畢

福祉係

保管所係

保健衛生係

住民係

.行政機構図

未来の町づくりに真剣に取り
組む町長、収入役

保健センター

管理 ・ 童話E係

第一ヱ務係

第三ヱ務係

幾務・獲;無係

出紛係

係資教会品唯
一

係
タ
務
ン

局
庶

セ

務

欝
食

事
教
給

会
校
校

城

学
学

L
I
T「

.ilî1~世係

鵡ヱ観光係

A 

"" 

教育委員会

E韓
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-
茨
倉
の
三
番
聞
東

似
脳
性
二
月
二
十
一
日
、
国
五
神
社
境
内
で
挙
仙
制
さ

れ
る
県
内
ぞ
b

似
指
の
古
い
郷
士
芸
能
で
す
。

-
雨
俄
湖
よ
祭

山
の
淑
に
花
火
が
酬
明
号
、

そ
う
の
風
情
.

山
凶
の
夏
、

L 、

つ

-
南
ア
ル
プ
ス
白
鳳
太
鮫

市
開
ア
ル
プ
ス
述
峰
にtE

み

〈
白
鳳
太
鍛
は
金
身
金
品
川
M
J
t符

つ
豪
壮
な
響
き
@
県
内
諸
行
事

は
も
ち
み
ん
、
メ
キ
シ
コ
・
ア

メ
リ
カ
な

r

海
外
で
も
活
綴
し

て
い
ま
す
。

-
出
菜
ま
つ
リ

毎
年
五
月
三
日

に
町
を
あ
げ

τ

行
わ
れ
、
今
年
で
十
郎
副
を

迎
え
ま
し
た
.
や
ま
め
の
犠
焼

き
や
山
柑
悼
の
て
ん
ぷ
ら
に
舌
放

を
う
ち
、
シ
ョ
ー
や
カ
ラ
オ
ケ

に
楽
し
い
一
日
を
過
し
ま
す
。

-
祭
り

春
の
木
も
れ
陽
ゐ
ひ
て

杉
木
立
の
中
、
三
番
受
、

-
大
念
仏

京
ヶ
島
、
制
品
比
耽
.
早
川
、
祈
念
、
成
倉
の

そ
れ
ぞ
れ
で
行
わ
れ
、
大
大
妓
や
妊
に
合
わ

せ
て
念
仏
を
酬
明
・
え
ま
す。

-
奈
良
自
の
会
締
り

サ
l

ヨ
l

迫
分
歌
え
ば
奈
良
聞
が
恋
L

・
:

奈
良
問
追
分
が
山
に
こ
だ
・
ま
し
て
、
盆
拙
問
。

の
原
点
が
こ
こ
に
あ

P

ま
す
.

-
ど
ん
ど
続

小
正
月
の
tt
h
oこ
な
わ
れ
、
ま
ゆ

玉
を

τ

コ
ヰ
の
無
-
M柄拘
応
災
を
祈
り
ま
す
・

火
で
あ
ぷ

AV

-

司
氏
倉
の
窓
落
し
(
弓
張
り
)しの

象
情
帆
の
田
古
数
だ
け
弓
震
に
日
友
達
を
張
っ
て
山
の
神
に

供
え
ま
す
。
山
の
神
が
狩
税
に
熱
中
す
る
二
十
-
日
に

は
山
に
入
ら
な
い
と
い
う
，
窓
落
と
し
'
の
替
わ
し
で

す
.

-
役
げ
松
間
切

徐
行
事
・
の
炎
の
祭
典
。
虫
肱
聞
け
や
五
殺
毘
鋭
'
ぜ
街
。

ふ
&
砕
'
。

-
千
灯
祭

側
に
惜
付
ぷ
た
く
さ
ん

の
灯
@

議
中
山
術
品
沢
の
博
問L
ハγ

-
京
ヶ
且
胡
獄
号
舞

小
直
月
の
十
四
日
に
舞

区
町

る
も
の
で
、
価
調

子
の

た
て
が
み
が
な
い

t

J

丸
か
ら
女
鋪
，r
t

い
わ
れ
‘
阻
附
か
に
舞
う
の
が
特
徴
で
す
.

-
七
海
山
の
大
ト
チ
ノ
キ

七
稲
山
官
事
逃
十
九
丁
目
栃
木
生
益
妨
縫
の
側
方
に

あ
号
、
日
・
返
上
人
の
お
弟・
日
朗
上
人
の
お

手
出m
t
い
わ

れ
て
い
ま
す

.
出
慨
す
削
二
十
五
円
幹
削
問
中ハ
・

八
O
m
で

県
指
定
の
突
然
記
念
物
で
す
。

-
阿
弥
陀
加
来
像

開
明
応十
年
三
五

O

こ

作
の
銘
文
が
あ
る
木
像
の

如
来
像
で
、
京
ゲ
烏
常
凸
践
に
あ
り
ま
す

。

像
潟

三
十

三
・

穴
側
、
定
卯
峰
山
聞
で
胡
粉
池
に
彩
色
し
て
あ
り
ま

す
。

町
指
定
の
文
化
財
で
す
。

-
地
蔵
+
審
議
像

鎌
合
主
木
知
か
ら
室
町
初
換
の
作

t

舷
定
さ
れ
、
素
材

は
ヒ
ノ
キ
内
側
の
あ
る
寄
せ
木
造
り
の
仏
像
で
す
。
左

手
に
宝
珠
、
・
+
相
手
に
錫
枚
刷
況
の
円
取
の
形
械
を
示
し
て

お
り

、
ゆ
尚
三
十
・

三
個
、
品
白
山
礎
的
二
十
二
・

二
叩。

京
ケ
ね
の
常
目
白
院
に
あ
り
町
信
託
の
文
化
財
に
な
っ
て

い
ま
す
。

-
ゑ
占A品
寸
の
イ
ト
ザ
ク
ラ

樹
高
十
一
・
五
m
、
品
付
随三
・
八
O
m
の
イ
ト
ザ
ク

ラ
の
代
袋
約
巨
樹
ぞ
、
柏
村
に
幹
の
太
き
で
は
県
下
般
に

み
る
b

の
t

し
て
阿
傾
注
の
天
然
産
婦
に
な
っ
て
い

&
令
す
。

庄
内
4
0
.
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-
湯
島
の
大
杉

下
湯
島
の
山
主
神
社
仁
あ
り
、
制
銭
的
問
十
四・
五
m
、

将
嗣
間
十・
七
九
m
の
巨
事
、
川
町
下
第
一
の
も
の
で
あ

昔
、
会
関
で
も
川
相
指
の
箆
担ι
す
。
県
暫
定
の
天
然
記

今
泌
制
で
す
.

-
七
萄
山
の
大
イ
チ
イ

七
稲
山
の
御
林
水
t

し
て
移
築
を
受
け
て
い
る
イ
チ

イ
で

、

千
年
を
は
る
か
に
越
・
λ
て
い
る
も
の
t

忽
わ
れ

ま
す
。
樹
尚
ニ
十
?

五
m
、
鈴
川
間
五
・

九
O
m
で
、

本
川
県
に
お
け
る
代
表
的
な
イ
チ
イ
の
日
舗
で
す
。
県
指

定
の
天
然
記
A
γ鋭
ぞ
す
§

-
西
之
宮
の
サ
イ
カ
チ

マ
メ
訓
刊
の
叩
後
楽
古
川
本
で
幹
や
校
に
分
岐
し

τ
h
v
る
刺

が
多
九
一
線
は
一
l

二
回
の
偶
数
羽
状
緩
い
抑
制
。
樹
高
l

m
の
町
常
x突
然
記
今
舗
で
す
。

-
奈
良
国
八
橋
縛
社
社
葱

社
般
の
賄
側
は
ト
チ
ノ
キ
宇
主
に
シ
デ
、
モ
ミ
を
交

え
た
自
然
林
で、

そ
の
下
木
に
は
イ
ロ
ハ
モ
ミ
ジ
・
コ

ハ
ウ
チ
ワ
カ
エ
デ
、
ハ
ワ
チ
ワ
カ
エ
デ
、
イ
タ
ヤ
カ
エ

デ
、
ガ
マ
ズ
ミ

、

ム
ラ
サ
キ
シ
キ
ブ
、
ス
ズ
タ
ケ
、
ム

ク
ノ
キ
な

E

が
生
・λ
て
い
ま
す
。

町
続
定
天
然
記
念
柚
匂

-
武
沼
氏

・

穴
山
氏
印
世
曹
三
通

奈
良
仰

の
深
沢
家
に
伝
わ
る
文
ぷ
M
J
L
、
試
問
略
伝
印

判
状
(
戸大
文
十
九
年
・
俊
成
}
、
武
閃
勝
頼
印
判
状
(
X

Y民
九
年
・
嘉
戸
」
}
、
{
八
山
HM友
判
物
〈
伝
友
花
捌
押
}
の
一
帯
一

過
で
す
。

-
不
動
明
王
立
像

内
紛
の
あ
る
ヒ
ノ
キ

H刊
の
寄
せ
木
造
。
τ
、
ヤ全
般

が
山欧
入
杏
れ
て
い
ま
す
。
胡
粉
地
彩
色
、
鋭
利
な
刃
法

に
よ
る
見
事
な
仏
像
で
す
。

迦
袋
線
炎
を
釦
札L
た
光
品H

'
O
A
'
fい
れ
た
も
の
で
す
e

像
所
閥
十
八
師
、
光
A
HK伺
」
ハ

ト
刊
畑
、
台
市段
官制
二
十
倒
。
烈
校
・

宝
竜
寺
所
蔵
で
町

市
逗
の
文
化
財
で
す
a

-
盟
問
本
着
色
玄
大
坊主
品
種
図
二
信
相
)

縦
八
十
ニ
旬
、
繊
同
十
二

個
の
画
面
の
中
央
に
中
坊

の
不
動
明
王
を
錨
き
、
四
隣
に
そ
れ
ぞ
れ
四
綜
を
配
指

し
た
室
町
末
期
の
務
教
必
t

塑
疋
さ
れ
て
い
ま
す
。

ヌ

竜
寺
所
議
、
町
指
定
の
文
化
財
で
す.

-
祭
良
自
民
家

事
端
良
問
の
旧
民
家
と
し
て
外
良
寺
境
内
に
復
元
さ
れ
て

い
る
建
物
は
、
-
七
五三
年
建
築
さ
れ
た
も
の
で

、

約

三
十
坪
、
間
警
石
器
廃
告
す

γ
す
・
デ
イ
t

い
う

一

段
ぬ
い
肱
教
や
‘
オ
チ
マ
(
作
業
場
て
2

エ
イ
〈
お
廷

を
す
る
お
患
な
と
こ
の
地
の
特
長
を
も
っ
た
建
物

で
、

出u
の
生
活
が
し
の
.
は
れ
ま
す
。

-
場
支
持
地
環
情
的
ロ
-
一偲

「
近
隣
に
隠
れた
名
滋
あ
り
」
t

い
わ
れ
た
西
山
温

泉
は
古
(
か
も
そ
の
名
を
知
ら
れ

た

山
の
温
泉
で
す
。

そ
の
臨
陣
営
館
の
守
波
神
、
湯
玉
大
権
問
先
に
、
武
岡
信
玄

が
天
文
年
間
仁
、
{
ハ
山
梅
ぢ
が
天
正
年
仰
に
奉
納
し
た

怒
口
が
伝
え
ら
れ
τ

お
り
、
町
指
定
の
文
化
財
に
な
っ

て
い
ま
す
。
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-
支
ヶ
島
の
夫
婦
杉

八
続
日
吉
神
社
の
牡
殿
前
広
場
に
二
本
の
杉
が
あ
り

夫
婦
杉
t

咋
ば
れ
て
い
ま
す
。

岡
山
倒t
s
u

仙
川
下
布
数
の

府
闘
で
、
ζ

の
よ
う
な
府
織
が
二

'本
あ
る
こ
t

は
珍
L

い
t

さ
れ
て
h
vま
す
。

町
指
定
天
然
況
今
栃
向
。

-
初
鹿
島
の
大
ア
ラ
カ
シ

縫
上
の
急
傾
斜
地
に
あ
争
、
暖
地
位
続
物
の
北g
t

の
符
衡
と
し
て
此
煎
な
も
の
で
す
。
樹
均
十
八
m
、

時

閣
三
・
七
O
m
。
町
指
定
の
天
然
紀
念
物
で
す
。

-
大
般
若
経
六
百
巻

文
和
三
年
(

一
三
五
向
)
よ
p

応
永
十
七
年
(
一
四

一
O
}
の
五
十
六
年
閉
じ
鉄
筆
き
れ
た
も
の
で
す
。

安

永
六
年
(
一
七
O
九
)
二
十
八
巻
の
欠
巻
が
わ
か
9

稲

作
、
昭
和
問
卜
紙
代
に
t
h
本
議
出
を
さ
れ
て
い
ま
す
。

紙
本
製
品
世・
州
聞
の
紙
民
的
賂
成
政
の
町
布
注
文
化
財
で
す

.
大般若経 600 :巷

-
指
定
文
化
財
一
覧
表

各 司民 所 在 ltt> 電車 11I. 
七百山由大令チノキ .佳栃I~甲山814 県指定突然記念物
湯 百h σ3 大 寺会 湯島よノ山1048 県指定突然記ft;物
七面山の大イチイ 赤沢字向山 1347 県指定天然I~念物

奈良国の生活用具1 0D点 奈良図 ・ 民俗資料館内 県指定員俗資料
J:tヶ!l，q)夫婦修 京ヶ島 町指定突然記念物
学;;.:寺のイトザクラ J:'紋 町指定天然t~念物

初鹿島的大アラカシ 初!Il島 町指定突然記念物

西之宮のザイカチ 語之宮1D18 匂指定天然記念物
祭良回A<<書神社の社後 高野良伺字亀島766 町指定天然包念物

1'1 ~キ ffi 如来 像 家ヶ島常~"定内 貯指定彫刻

地 百邑 誓 媛 像 京ヶ島背骨畠続内 町指定彫刻
不動明王立像 帰後171:;;:竜等 町指定彫刻

綱本奪色主大明支像筒 無控171玄竜寺 町指定絵薗

大般若経 600J畢 f号、朝.1*ぜ1;[ ~T指定書籍
深沢鎌一家文書三通 奈良問、深沢絹ー方 IJ指定書信
湯豆{害現童書回 二 制 函山温泉慶曇館内 町指定エ芸
崇良回目安つ書 店員 奈良回 胃T指定無形文化財
事長 良 関 段 議 奈島田 総造物
大島の共郎水車 大島 建造物

-
大
島
の
共
同
水
車

判
例
制
限
出
中
の
下
の
部
分
を
直
篠
市
川
れ
じ
触
れ
さ
せ
て
、

門
松
す
る
力
を
利
m
し
て
玄
米
を
新
臼
し
ま
す
。
大正

の
は
じ
め
慾
浴
さ
れ
、
約
一
一一十
五
年
間
使
用
さ
れ
て
い

た
も
の
で

.

本
町
仁
時
間
る
水
市
中
の
中
で
派
出
加
を

t
E

め

τ

い
る
唯
一
の
も
の
で
す
。

~I 



町
の
財
政

-昭和61年度一般会計当初予算

-
位
置
・
地
勢

早
川
町
は
山
梨
県
の
期
間
沼
郊
に
伎
鑑
し
、
東
西
十
五
・

五
時
南
北

『一
一十
八
段
の
帯
状
を
し
た
、
三
六
九
・
九

六
平
方
伐
の
広
大
な
篠
山
明
主
刊
し
て
い
ま
す
。
北
部
は

芦
安
村
t

、
東
部
は
同
唱
曲
部・鰍
沢
・

中
翁
t

、
南
部

は
此
珂
縫
針
・
t

殺
し
‘
首
都
は
俗
例
県
弁
川
に
拙
慨
す
る
川
町

境
の
何
で
す
.

町
は
白
線
山
系t
出
問
形
山
系
じ
図
ま
れ
た
'
と
こ
ろ
で
、

\、、 山梨

下、、、、』

/時数 1~Ò34--一
/ 入ロ 2 ，821
l (例年間18蹴

岡
山
系
の
ほ
ぼ
中
央
を
早
川
が
貫
流
し
て
お
り
、
こ
れ

に
支
涜
が
号

、ζ

ん
で
い
正
す
。
地
形
が
A
露
芋
あ
り

、

ま
た
水
鏡
が
多
い
た
め
に
水
力
発
電
が
大
E

末
期
か
も

は
じ
め
も
れ
、
明
世
夜
は
十三
ヶ
所
の
発
篭
所
に
よ
り
出

力
十
九
万
J

川
，
の
発
電
が
な
さ
れ
て
い
ま
す
。

中
央
自
動
議

・進
の
開
通
に
よ
り
、
来
京
か
ら
百
八
十

分
、
目
立
市
や
静
陶
県
清
水
市t
ほ
ぽ
問
臨
時
総
じ
な
っ

た
こ
t

じ
よ
り
、
鐙
か
な
自
然
や
休
息
を
求
め
る
入
々

の
格
好
の
地
t

な
っ
て
い
ま
す
。

-
町
の
沿
革

昭
和
三
十
七
年
‘

早
川
都
議
の
早
川
河
原
に
近
い
丘

陵
か
ら
縄
文
後
期
の
よ
器
が
発
両
凡
さ
れ
た
の
を
皮
切
り

に
、
御
料
平
遺
跡
や
久
聞
子
遺
跡
な
E

十
八
ヶ
所
に
及

ぶ
丘
陵
か
ら
土
器
や
土
器
片
が
発
掘
さ
れ
.
縄
文
後
期
、

す
で
に
こ
の
早
川
桃
山
唱
に
人
々
が
伎
ん
で
い
た
こt
が

明
ら
か
t

な
り
ま
し
た
。

戦
闘
胞
の
武
銅
氏
の
時
代
に
は、

長
剣
や
岬
昨
に
金
山
が

開
削
さ
れ
、
こ
の
地
を
領
し
た
穴
山
氏
の
融
問
産
興
業
政

策
t
b

縮
ま
っ
て
、
武
倒
氏
繁
栄
の
有
力
な
資
源
と
な

っ
て
ヤ
ま
し
た
。

a
'、
文
化
活

g
i

に
は
、
こ
の
地
方
仁
十
九
ヶ
村
あ
っ
た
こ
t

が
記
録
さ

れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
村
々
は
明
治
初
年
以
来
、
そ

れ
ぞ
れ
A
品
や
幽
震
の
変
遷
は
あ
っ
た
も
の
の
、
大
正

初
期
に
は
本
袋
、
五
衡
問
硯
島、

都
川
、
一
二
塁
、
西
山

の
六
ヶ
朴
刊
に
統
合さ
れ
、
昭
和
三
十
一
年
九
月
三
十
日

を
も
っ
て
・
』

の
六
グ
村
川
ふ
勝弘
町、
早
川
町t
な
り
現

在
に
至
っ
て
い
ま
す
。

ι
F
S
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-一般会計決算額の推移

2.002.292.158 

2, 162.865,4'9 

2 ,136,389, 136 

1,861 , 199. 514 

1,804 ,'n ,OOI 

2,079,853,32 1 

御料平遭E事力、らの出之品

町
の
木
田
か
つ
ら

同協|
い リ 可営i

カツラ科の rカシ全J (筏)で.

金町に生yfι 、その形態はまっす

「仁伸長 L、材質l.t軟破j議成で串

って、古来めでた弘、木上いわれτ

い品.

町
の
花
・
つ
つ
じ

I
 

• 
M・、

圃 向的、 w ・
十三 ~， ,'l, , 

・・・一明 = 

h 二 ・・
句者見込，匂究-咽
....._.�- ':.晶

匝司

冨掴E

-
:;t:;-ジf*の r ミツ，fγ ツジJ で、

容四月.金町の岩場に咲 < b ので.

古来良作業な Eの季節を告げる花

k しτ、住民に殺しみ深い花であ

る.

や
ま
め
の
炉
ぱ
た
娩

消
波
に
討
t

る
や
ま
め
を
.
昔
、
炉
ぽ

た
で
ど
っ
〈
O

娩
ド
t
t

う
に
、
妹
ら

M風
味
も
に
が
喜
ず
‘
お
い
し
〈
柿
明
い
て

ホ
りh
7
4
a・
中
'
・

し

い
た
け
・
な
め
こ

妓
沼
な
お
林
資
制
慨
を
い
か
L

た
町
の
符

必
品
t
L
τ

管
僚
か
も
と
鮮
評
を
い
た

だ
い
て
い
ま

T
.
乾
L

hv
た
り
に
、
ま

た
日
露
骨
川
.
缶
結
め
にt
h
a
い
L

い
球

を
そ
の
ま
ま
じ
食
べ
て
い
た
だ
り
ま
す

，

-
罰
剛
健
硯

中
m聞
の
総
泌
仁
も
朕
隊
す
る
t

い
わ
れ
る
相
明
石
の
産
地f
.
昔

な
が
ら
の
下
造

9

の
伝
統
を
生

か
し
た
吸
の
生
島
町.
M
V
行
わ
れ
τ

い
b
e
F中
'
・

-
町
の
特
産

，ーー

• 

そ
ば

町
で
際
ね
た
そ
ば
粉
を
使

h
r“
"
っ
4、
急
出
ワ
b
J
ふ
a
サ
'
e

，
，
、

ぱ
本
来
の
味
を
楽
し
ん
で

い
た
だ
り
a
g

寸
。

お
茶

気
候
を
い
か
し
茶
M
V栽
悼
惜
さ
れ
、
町
内

て
製
品
に
加
工
き
れ
「
甲
斐
の
み
E
h
y
』

t
L
τ

釘
蒋
L
Z
h
v
t
r
rて
い
ま
す
.

自
腹
み
ぜ
・
二
ん
に
φ
〈

灯
て
生
忠
世
き
れ
る
大一一M
で
‘
y引
の
知
辺
を
生
か
し
な

が
ら
ル
け
っ
た
自
臨
み
そ
は
れ
慢
の
昧
.
二

A
に
や
〈

も
町
の
泌
物
τ
f
.

-
山
薬

フ
キ
.
フ
キ
ノ

ト
ウ
'
・
ワ
ラ

ベν旬
、
タ
ラ
ノ

1
.

ヨ
そ
ギ
在

r

の
山
菜
の
宝
山
陣
。
毎
竿
五
向
に
行
わ
れ
る
町
を
あ
げ
て

の
句
仙
薬
ま
つ

h
v
」
b

艦
大
で
す
.

日 ，~

町誇三
発

行

早
川
町
役
場

山
梨
県
衛
医
摩
郡
早
川
町

早
川
町
役
場
企
顧
録

昭
和
六
十
一
年
九
月
二
十
五
日

株
式
会
社
サ
ン
ニ
チ
印
刷

企
鍋
栢
編
集

諮
問
行
自

制
作

、・ーー・ー』ー




